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〇しまささきびノ學名二就テ（津山尙） 

小笠鳥デしまささきび又ハひめささきび卜言ハレテ4ルー種ノ禾木ガアル。コノモノハ 
Set aria Nakaiana (Honda) Ohwi ノ學名ヲ有シ、小笠原島ノ固有種卜言フコトニナツテ 
キルガ、實ハ屬中ノ Ptycophyllum 節二屬ジテ4ル Setaria barbata (Lamarck) Ktjnth 
( =Pamoum barb at um juamarck = Pamcum costatum Roxburgh = Pamcum viaticum 
Salzhanist) デアル。本節ハ廣クテ plicate スル葉ヲ有スルノ ガ特徵デ主 トシテ アフリカ 
ヲ中心二分布シテキル。本節二入ルモノハ白本產デ、ハ Setaria palmifolia (Willdenow) 
Staff ささきび ， Setaria excurrens (Trinius) Miquel こささきびガ他ニアルガ、イダレ 
モ似タモノデ、强剛ナ稍無毛ノ葉ヲ有シテヰル。本種ハ之等卜異ツテ軟質ノ葉ヲ有シ、葉 
面ニハ上下共二脈ノ上二生ジテ撗方二臥スル細ィ剛毛狀ノ毛ヲ稍疎二有シ、花序ノ軸ニハ 
軟毛及ビ稍剛毛狀ノ毛ヲ稍密二開出シテ有スルノガ特徵デアツテ、學名ノ barista (毛ヲ 
有スル）卜言フノハ Lamarck ノ原記載ヲ讀ンデ見ルト、コノ部ノ毛ノコトヲ意味スルコ 
トガ到ル。上ノ 2種卜異ツテ、一年生デアルコトモ注意スべキデナル0小笠原鳥ニハ比較 
的二近年二入ツテ來タモノト見ヱテ、父島ノ大村附近、母島ノ桑木山ノ路沿ヒ、及ビ中硫黃 
烏二多ク他ニハ多クハナイ。初メ Lamarck 氏ニョツテモーリティウスカラ報吿サレタガ今 
デ、ハ、 アフリカ ハモトョリ、印度、 ジャパ、 西印度、北米合衆國南部 （フロリダ 等）、 ブラジル 
$ 廣ク分布シテ斗ル。 Lamarck 氏 ハ本籀ガ Sonnerat 氏ニヨ ツテ’モ採ラレタト書イテ 斗 
ルガ （ Eqcycl . Meth . IV ，735,1796)、コレハ D 6 ll 氏ニヨ レバ （ ’Martius ， FI . Brasil . 
11一2, 155) ニューギニアデ採ラレタモノト言フコトデアル0 尤モコノニューギニアガ令日 
ノ •ニューギニアヲ意味スルノカ、又ハオーストラリアノー部ノコトカ今ハ判然トシナイ〇 J . 

D . Hooker 氏及ビ Grisebach 氏 ニョルト （FL Brit . 111 d . YII , 56及ビ FI . Brit . West . 
Ind . Isl . 547) Panicum fiavescens Swartz ノ名ノ下二記載 サレ テ 斗ルガ、コレ ハ當テ違 
ヒデアル。 Merrill 氏ハ Panicum revtans Linnaeus ノ 異名 ノ下二 Lamarck 氏ノ學 
名ヲ引用 シテ斗ルガ、コレ ハ間違 ツテヰル樣デアル。 尤モ Presl 氏ノ Eeliq . Haenk . I . 299 
ノ Panicum barbatum ノ記相丈ヲ讀ン デ 見ルト上記 ノ Linnaeus 氏ノ種 ニア タル 樣デア 
ルカ ラ、 Merrill 氏 ハ ソ ，レニヨツタモノト 思 ハ レ ル。 

しまささきび ハ サウシテ見ルト フィリッピン ニナク、又臺灣ヤミク ロネ シアニモナイ檬デ 
アル。恐ラ ク ジャパ 方面ヵラ直接二他ノ有用植物二附着シテ輸入サレタモノト思ハレル0小' 
笠原島デ充分二生育シタモノハ葉身ノ長サハ 35 cm 幅 2.5 cm 二達スルガ、多クハ 7 X 
1 cm 位デ、甚ダシク條件ノ惡イ時ニハ 3 x 0.2 cm ニモナルカラー寸別物カト思ハレル 
コトサへアル。ソノ樣ナイヂケタ個體ニモチャント花ガ開クノデアル。 

以上ヲ書イタ後二 ^ Lecomte 氏ノ FI . Gencr . Indo-Chine YII ヲ見ルト A . Camus 女 
史ガ Setaria Imrlmta ナル 組合セヲ作ツテ斗ルノヲ知ツタガ、勿論コレハ不要デ、アル 0 
女史=ョ.ルト トンキン 、 泰=分布シ、熱帶 アジァ ニハ恐ラク輸入サ レタ モノデ、アラウト言 
フ。 Roxburgh ハ FI . Ind . I , 314デカルカッタノ植物園二1802年ニ モー V ティウメカ 
ラ輸入サレタト言ツテ斗ル 0 原產地二就テハ色々ノ說ガアルガ アフリカ 方面デアラウト思 

ハレル〇 
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